
(57)【要約】

【課題】　スペクトルサブトラクションのフロアリング

処理によるひずみや値のばらつき、不連続性を低減させ

、もって雑音抑圧性能を向上させること。

【解決手段】　本発明の雑音抑圧装置は、入力音声に含

まれる雑音を推定する手段(106)、入力音声の信号対雑

音比を求める手段(107)、スペクトル次元において、前

記入力音声から、前記信号対雑音比に応じて設定される

第１の減算係数と前記雑音とを乗じて得た値を減算する

スペクトル減算を行う手段(108)、ケプストラム次元に

おいて、前記スペクトル減算手段(108)による処理を適

用後の音声から、前記信号対雑音比に応じて設定される

第２の減算係数と前記雑音とを乗じて得た値を減算する

ケプストラム減算を行う手段(110)、を備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 力 し た 音 声 の 雑 音 成 分 を 抑 圧 す る 雑 音 抑 圧 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 音 声 に 含 ま れ る 雑 音 を 推 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 音 声 と 前 記 雑 音 と か ら 信 号 対 雑 音 比 を 求 め る 手 段 と 、
　 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 音 声 か ら 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ て 設 定 さ れ る 第 １ の
減 算 係 数 と 前 記 雑 音 と を 乗 じ て 得 た 値 を 減 算 す る ス ペ ク ト ル 減 算 を 行 う 手 段 と 、
　 ケ プ ス ト ラ ム 次 元 に お い て 、 前 記 ス ペ ク ト ル 減 算 の 結 果 か ら 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ
て 設 定 さ れ る 第 ２ の 減 算 係 数 と 前 記 雑 音 と を 乗 じ て 得 た 値 を 減 算 す る ケ プ ス ト ラ ム 減 算 を
行 う 手 段 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 雑 音 抑 圧 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 信 号 対 雑 音 比 が 低 い ほ ど 、 第 １ の 減 算 係 数 が 小 さ な 値 に 設 定 さ れ る 一 方 、 第 ２ の 減
算 係 数 が 大 き な 値 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 雑 音 抑 圧 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ の 減 算 係 数 と 第 ２ の 減 算 係 数 と は 、 両 者 の 和 が 一 定 値 と な る 関 係 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 雑 音 抑 圧 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ の 減 算 係 数 は 、 周 波 数 帯 域 別 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 雑 音
抑 圧 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か に 記 載 の 雑 音 抑 圧 装 置 を 有 す る 音 声 認 識 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 入 力 し た 音 声 の 雑 音 成 分 を 抑 圧 す る 雑 音 抑 圧 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 音 声 に 含 ま れ る 雑 音 を 推 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 音 声 と 前 記 雑 音 と か ら 信 号 対 雑 音 比 を 求 め る ス テ ッ プ と 、
　 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 音 声 か ら 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ て 設 定 さ れ る 第 １ の
減 算 係 数 と 前 記 雑 音 と を 乗 じ て 得 た 値 を 減 算 す る ス ペ ク ト ル 減 算 を 行 う ス テ ッ プ と 、
　 ケ プ ス ト ラ ム 次 元 に お い て 、 前 記 ス ペ ク ト ル 減 算 の 結 果 か ら 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ
て 設 定 さ れ る 第 ２ の 減 算 係 数 と 前 記 雑 音 と を 乗 じ て 得 た 値 を 減 算 す る ケ プ ス ト ラ ム 減 算 を
行 う ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 雑 音 抑 圧 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 信 号 対 雑 音 比 が 低 い ほ ど 、 第 １ の 減 算 係 数 が 小 さ な 値 に 設 定 さ れ る 一 方 、 第 ２ の 減
算 係 数 が 大 き な 値 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 雑 音 抑 圧 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の 減 算 係 数 と 第 ２ の 減 算 係 数 と は 、 両 者 の 和 が 一 定 値 と な る 関 係 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 雑 音 抑 圧 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ の 減 算 係 数 は 、 周 波 数 帯 域 別 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 雑 音
抑 圧 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 入 力 し た 音 声 の 雑 音 成 分 を 抑 圧 す る た め
に 、
　 前 記 音 声 に 含 ま れ る 雑 音 を 推 定 す る た め の コ ー ド と 、
　 前 記 音 声 と 前 記 雑 音 と か ら 信 号 対 雑 音 比 を 求 め る た め の コ ー ド と 、
　 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 音 声 か ら 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ て 設 定 さ れ る 第 １ の
減 算 係 数 と 前 記 雑 音 と を 乗 じ て 得 た 値 を 減 算 す る ス ペ ク ト ル 減 算 を 実 行 さ せ る た め の コ ー
ド と 、
　 ケ プ ス ト ラ ム 次 元 に お い て 、 前 記 ス ペ ク ト ル 減 算 の 結 果 か ら 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ
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て 設 定 さ れ る 第 ２ の 減 算 係 数 と 前 記 雑 音 と を 乗 じ て 得 た 値 を 減 算 す る ケ プ ス ト ラ ム 減 算 を
実 行 さ せ る た め の コ ー ド と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム を 格 納 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 入 力 し た 音 声 の 雑 音 成 分 を 抑 圧 す る 雑 音 抑 圧 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 音 声 に 含 ま れ る 雑 音 を 推 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 音 声 と 前 記 雑 音 と か ら 信 号 対 雑 音 比 を 求 め る 手 段 と 、
　 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ た 数 だ け 隣 接 す る 周 波 数 成 分 毎 の 前
記 雑 音 の ス ペ ク ト ル の 平 均 を 計 算 し て 平 均 化 雑 音 ス ペ ク ト ル を 得 る 手 段 と 、
　 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 音 声 か ら 前 記 平 均 化 雑 音 ス ペ ク ト ル を 減 算 す る 手 段 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 雑 音 抑 圧 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 雑 音 抑 圧 装 置 を 有 す る 音 声 認 識 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 入 力 し た 音 声 の 雑 音 成 分 を 抑 圧 す る 雑 音 抑 圧 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 音 声 に 含 ま れ る 雑 音 を 推 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 音 声 と 前 記 雑 音 と か ら 信 号 対 雑 音 比 を 求 め る ス テ ッ プ と 、
　 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ た 数 だ け 隣 接 す る 周 波 数 成 分 毎 の 前
記 雑 音 の ス ペ ク ト ル の 平 均 を 計 算 し て 平 均 化 雑 音 ス ペ ク ト ル を 得 る ス テ ッ プ と 、
　 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 音 声 か ら 前 記 平 均 化 雑 音 ス ペ ク ト ル を 減 算 す る ス テ ッ プ
と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 雑 音 抑 圧 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 入 力 し た 音 声 の 雑 音 成 分 を 抑 圧 す る た め
に 、
　 前 記 音 声 に 含 ま れ る 雑 音 を 推 定 す る た め の コ ー ド と 、
　 前 記 音 声 と 前 記 雑 音 と か ら 信 号 対 雑 音 比 を 求 め る た め の コ ー ド と 、
　 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ た 数 だ け 隣 接 す る 周 波 数 成 分 毎 の 前
記 雑 音 の ス ペ ク ト ル の 平 均 を 計 算 し て 平 均 化 雑 音 ス ペ ク ト ル を 得 る た め の コ ー ド と 、
　 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 音 声 か ら 前 記 平 均 化 雑 音 ス ペ ク ト ル を 減 算 す る た め の コ
ー ド と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム を 格 納 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 音 声 処 理 技 術 に 関 し 、 特 に 、 入 力 し た 音 声 デ ー タ か ら 雑 音 成 分 を 除 去 す る 技
術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 音 声 認 識 は 、 例 え ば 、 誰 で も 簡 単 に 音 声 で コ マ ン ド を 入 力 す る こ と が で き る ユ ー ザ ー イ
ン タ ー フ ェ ー ス と し て 注 目 さ れ て い る 。 近 年 で は 、 隠 れ マ ル コ フ モ デ ル （ HMM） を 音 響 モ
デ ル に 用 い た 音 声 認 識 が 主 流 と な り 、 雑 音 の 少 な い 環 境 下 に お い て は 高 い 認 識 率 で 不 特 定
話 者 の 音 声 を 認 識 で き る よ う に な っ て い る 。 し か し 、 実 環 境 に お い て 音 声 認 識 を 行 う 場 合
は 、 雑 音 が 大 き な 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 雑 音 に 対 処 す る 方 法 と し て は 、 雑 音 を 含 ん だ 原 音 声 か ら 雑 音 成 分 を 推 定 し 、 そ の 雑 音 成
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分 を 減 じ る こ と に よ り 雑 音 を 含 ん で い な い 音 声 を 推 定 し て 認 識 す る 方 法 が 一 般 的 で あ る 。
そ の 代 表 的 な も の と し て ス ペ ク ト ル サ ブ ト ラ ク シ ョ ン （ Spectral Subtraction） 法 （ 以 下
、 「 Ｓ Ｓ 法 」 と い う 。 ） が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ） 。 Ｓ Ｓ 法 は
、 非 音 声 区 間 な ど で 求 め た 雑 音 成 分 を 原 音 声 か ら ス ペ ク ト ル 領 域 に お い て 減 じ る こ と で 雑
音 を 除 去 す る 方 法 で あ る 。 Ｓ Ｓ 法 に 代 表 さ れ る 雑 音 適 応 化 法 で は 、 雑 音 を 推 定 し て 、 こ れ
を 原 音 声 の 特 徴 量 か ら 減 ず る こ と に よ り 、 雑 音 の な い 音 声 の 特 徴 量 に 近 づ け て 認 識 率 の 向
上 を 狙 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ８ は 、 Ｓ Ｓ 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 ８ ０ １ は 原 音 声 、 ８ ０ ２ は 推 定 し
た 雑 音 成 分 、 ８ ０ ３ は Ｓ Ｓ 法 に よ り 雑 音 成 分 を 除 去 し た 音 声 で あ る 。 ま た 、 ８ ０ ４ が Ｓ Ｓ
法 を 表 す 式 で あ る 。 通 常 は ス ペ ク ト ル 領 域 に お い て 、 ８ ０ ４ 式 の 係 数 α を 固 定 に し て 、 原
音 声 ス ペ ク ト ル ８ ０ １ （ Ｘ S + N ） か ら 推 定 し た 雑 音 ス ペ ク ト ル ８ ０ ２ （ Ｘ N ） を 減 ず る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 Steven F. BOLL: "Suppression of Acoustic Noise Speech Using Spec
tral Subtraction", IEEE Transactions on Acoustics, Speech, and Signal Processing
, Vol. ASSP-27, No.2, (1979), p113-120
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 推 定 し た 雑 音 成 分 が 正 し く 求 ま っ て い な い 場 合 に は 、 雑 音 成 分 の 引 き す
ぎ な ど が 起 こ る 。 特 に 、 音 声 信 号 と 雑 音 の レ ベ ル に 大 き な 差 が な い 場 合 で は 、 減 算 の 結 果
が マ イ ナ ス に な り 、 こ れ を 補 正 す る た め に 所 定 の 値 で 埋 め る フ ロ ア リ ン グ 処 理 を 施 す こ と
に な る 。 そ う す る と 、 フ ロ ア リ ン グ 処 理 を 行 う 場 所 と 行 わ な い 場 所 で 値 が 大 き く 変 動 し 、
雑 音 除 去 性 能 に 悪 影 響 を 与 え る 。 ま た 、 各 周 波 数 サ ン プ ル で 減 算 を 行 う た め 、 隣 り 合 う 周
波 数 サ ン プ ル で フ ロ ア リ ン グ さ れ た り さ れ な か っ た り と 、 減 算 後 の 値 が ば ら つ き 、 不 連 続
に な っ て 雑 音 除 去 性 能 に 悪 影 響 を 与 え る 。 そ の た め 、 な る べ く フ ロ ア リ ン グ 処 理 を な く す
こ と と 、 な る べ く 減 算 に よ る 値 の ば ら つ き を 抑 え る こ と が 、 Ｓ Ｓ 法 を 効 果 的 に 働 か せ る た
め に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 技 術 的 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ス ペ ク ト ル サ ブ ト ラ ク シ
ョ ン の フ ロ ア リ ン グ 処 理 に よ る ひ ず み や 値 の ば ら つ き 、 不 連 続 性 を 低 減 さ せ 、 も っ て 雑 音
抑 圧 性 能 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 し た 課 題 は 本 発 明 の 雑 音 抑 圧 装 置 お よ び 方 法 に よ っ て 解 決 さ れ る 。 本 発 明 の 一 側 面
に 係 る 雑 音 抑 圧 装 置 お よ び 方 法 に お い て は 、 次 の よ う な 処 理 が 行 わ れ る 。 ま ず 、 入 力 し た
音 声 に 含 ま れ る 雑 音 を 推 定 し 、 前 記 音 声 と 前 記 雑 音 と か ら 信 号 対 雑 音 比 を 求 め る 。 次 に 、
ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 音 声 か ら 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ て 設 定 さ れ る 第 １ の 減
算 係 数 と 前 記 雑 音 と を 乗 じ て 得 た 値 を 減 算 す る ス ペ ク ト ル 減 算 を 行 い 、 さ ら に 、 ケ プ ス ト
ラ ム 次 元 に お い て 、 前 記 ス ペ ク ト ル 減 算 の 結 果 か ら 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ て 設 定 さ れ
る 第 ２ の 減 算 係 数 と 前 記 雑 音 と を 乗 じ て 得 た 値 を 減 算 す る ケ プ ス ト ラ ム 減 算 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 別 の 側 面 に 係 る 雑 音 抑 圧 装 置 お よ び 方 法 に よ れ ば 、 上 記 し た 課 題 は 次 の
よ う に し て 解 決 さ れ る 。 ま ず 、 入 力 し た 音 声 に 含 ま れ る 雑 音 を 推 定 し 、 前 記 音 声 と 前 記 雑
音 と か ら 信 号 対 雑 音 比 を 求 め る 。 次 に 、 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 信 号 対 雑 音 比 に 応
じ た 数 だ け 隣 接 す る 周 波 数 成 分 毎 の 前 記 雑 音 の ス ペ ク ト ル の 平 均 を 計 算 し て 平 均 化 雑 音 ス
ペ ク ト ル を 得 た 後 、 ス ペ ク ト ル 次 元 に お い て 、 前 記 音 声 か ら 前 記 平 均 化 雑 音 ス ペ ク ト ル を
減 算 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス ペ ク ト ル サ ブ ト ラ ク シ ョ ン の フ ロ ア リ ン グ 処 理 に よ る ひ ず み や 値 の
ば ら つ き 、 不 連 続 性 を 低 減 さ せ 、 も っ て 雑 音 抑 圧 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 雑 音 抑 圧 装 置 が 適 用 さ れ る 音 声 認 識 装 置 の 機 能 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 同 図 に お い て 、 １ ０ １ は 、 音 声 の 特 徴 を 分 析 す る 音 響 分 析 部 で あ る 。 １ ０ ２ は 、 音 響 分
析 部 １ ０ １ を 含 み 、 音 響 分 析 部 １ ０ １ の 出 力 で あ る 音 声 特 徴 量 を 用 い て 音 声 を 認 識 す る 音
声 認 識 装 置 で あ る 。 １ ０ ３ は 、 音 声 認 識 装 置 １ ０ ２ に お い て 、 音 声 を 入 力 す る 音 声 入 力 部
で あ る 。 １ ０ ４ は 、 入 力 音 声 か ら 所 定 の 区 間 毎 に フ レ ー ム と し て 区 切 る フ レ ー ム 分 割 部 で
あ る 。 １ ０ ５ は 、 音 声 の 各 フ レ ー ム で ス ペ ク ト ル を 求 め る ス ペ ク ト ル 計 算 部 で あ る 。 １ ０
６ は 、 音 声 か ら 雑 音 成 分 を 推 定 す る 雑 音 計 算 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ ０ ７ は 、 各 フ レ ー ム に お け る 信 号 と 雑 音 と の レ ベ ル の 比 を 求 め る 信 号 対 雑 音 比 計 算 部
で あ る 。 １ ０ ８ は 、 各 フ レ ー ム に お い て 、 音 声 か ら 雑 音 成 分 を ス ペ ク ト ル 次 元 で 除 去 す る
第 一 雑 音 除 去 部 で あ る 。 １ ０ ９ は ス ペ ク ト ル 次 元 で 雑 音 除 去 し た 音 声 か ら 、 Ｌ Ｐ Ｃ ケ プ ス
ト ラ ム や Ｍ Ｆ Ｃ Ｃ な ど の ケ プ ス ト ラ ム を 求 め る ケ プ ス ト ラ ム 計 算 部 で あ る 。 １ １ ０ は 、 雑
音 成 分 を ケ プ ス ト ラ ム 次 元 で 除 去 す る 第 二 雑 音 除 去 部 で あ る 。 １ １ １ は 、 雑 音 除 去 し た ケ
プ ス ト ラ ム や 、 音 声 パ ワ ー や 、 こ れ ら の 回 帰 係 数 な ど の 情 報 に よ り 音 声 特 徴 量 を 形 成 す る
音 声 特 徴 量 計 算 部 で あ る 。 １ １ ２ は 、 音 声 特 徴 量 を 入 力 と し て 、 各 認 識 語 彙 の 尤 度 計 算 を
行 う 尤 度 計 算 部 で あ る 。 １ １ ３ は 、 尤 度 計 算 の 結 果 か ら 得 ら れ る 音 声 認 識 結 果 を 出 力 す る
認 識 結 果 出 力 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 認 識 処 理 の 流 れ を 表 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ 、 図 ２
を 用 い て 、 本 実 施 形 態 の 認 識 処 理 の 流 れ を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ で 音 声 入 力 部 １ ０ ３ が 音 声 を 入 力 す る 。 こ の 入 力 音 声 を 、 ス テ
ッ プ Ｓ ２ ０ ２ に お い て 、 フ レ ー ム 分 割 部 １ ０ ４ が 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム に 分 割 す る 。
こ こ で は 、 １ フ レ ー ム の 時 間 長 を 例 え ば 25msecと す る が 、 各 フ レ ー ム は 例 え ば 10msecの 時
間 だ け シ フ ト し な が ら 得 ら れ る も の と す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お い て 、 ス ペ ク ト
ル 計 算 部 １ ０ ５ は 音 声 フ レ ー ム か ら ス ペ ク ト ル （ パ ワ ー ス ペ ク ト ル も し く は 振 幅 ス ペ ク ト
ル の い ず れ で も 良 い ） を 計 算 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ に お い て 、 雑 音 計 算 部 １ ０ ６
は 音 声 に 含 ま れ る 雑 音 成 分 を 計 算 す る 。 こ こ で 、 雑 音 成 分 は 各 フ レ ー ム で 更 新 し て も 構 わ
な い し 、 非 音 声 区 間 と 推 定 で き る 所 定 の フ レ ー ム で 計 算 し た 後 は 推 定 を 止 め 、 同 じ 雑 音 成
分 の 値 を 保 持 し つ づ け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ に お い て 、 信 号 対 雑 音 比 計 算 部 １ ０ ７ は 現 フ レ ー ム の 音 声 と 雑
音 計 算 部 １ ０ ６ が 推 定 し た 雑 音 と の レ ベ ル （ パ ワ ー な ど ） の 比 を 計 算 し 、 信 号 対 雑 音 比 （
Ｓ Ｎ Ｒ ） を 求 め る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ に お い て 、 第 一 雑 音 除 去 部 １ ０ ８ は 、 信 号 対
雑 音 比 計 算 部 １ ０ ７ が 決 定 し た 信 号 対 雑 音 比 に よ っ て 第 一 減 算 係 数 を 決 定 し 、 雑 音 計 算 部
１ ０ ６ が 推 定 し た 雑 音 の ス ペ ク ト ル に こ の 第 一 減 算 係 数 を 乗 じ 、 音 声 ス ペ ク ト ル か ら 引 く
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ に お い て 、 ケ プ ス ト ラ ム 計 算 部 １ ０ ９ が 第 一 雑 音 除 去 部 １ ０ ８
の 出 力 か ら ケ プ ス ト ラ ム を 計 算 す る 。 ケ プ ス ト ラ ム の 計 算 に つ い て は 、 ス ペ ク ト ル に メ ル
周 波 数 窓 を か け て か ら 求 め る Ｍ Ｆ Ｃ Ｃ で も よ い し 、 線 形 予 測 分 析 を し て か ら 求 め る Ｌ Ｐ Ｃ
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ケ プ ス ト ラ ム で も よ く 、 あ る い は そ の 他 の 方 法 で も 構 わ な い 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ に
お い て 、 第 二 雑 音 除 去 部 １ １ ０ は 、 信 号 対 雑 音 比 計 算 部 １ ０ ７ が 決 定 し た 信 号 対 雑 音 比 に
よ っ て 第 二 減 算 係 数 を 決 定 し 、 雑 音 計 算 部 １ ０ ６ が 推 定 し た 雑 音 の ケ プ ス ト ラ ム に こ の 第
二 雑 音 係 数 を 乗 じ 、 音 声 の ケ プ ス ト ラ ム か ら 引 く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ９ に お い て 音 声 特 徴 量 計 算 部 １ １ １ が 第 二 雑 音 除 去 部 １ １ ０ の 出
力 の ケ プ ス ト ラ ム や 、 こ の ケ プ ス ト ラ ム の 回 帰 係 数 、 音 声 パ ワ ー な ど の 情 報 を 含 む 音 声 特
徴 量 を 形 成 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ に お い て 、 尤 度 計 算 部 １ １ ２ が こ の 特 徴 量 を 入
力 し 、 尤 度 計 算 を 行 う 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ に お い て 、 入 力 音 声 の 最 終 フ レ ー ム ま で 解 析 が
済 む か 、 尤 度 計 算 に よ り 解 が 決 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ に お い て 認 識 結 果 出 力
部 １ １ ３ が 音 声 認 識 結 果 を 出 力 す る 。 そ う で な い 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ へ 戻 り 、 次 の
フ レ ー ム に 進 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 第 一 雑 音 除 去 部 １ ０ ８ 及 び 第 二 雑 音 除 去 部 １ １ ０ に お け る 雑 音 除 去 に つ い て 詳
細 に 説 明 す る 。 第 一 雑 音 除 去 部 １ ０ ８ は ス ペ ク ト ル 次 元 で の 減 算 、 第 二 雑 音 除 去 部 １ １ ０
は ケ プ ス ト ラ ム 次 元 で の 減 算 で あ る 。 こ こ で 、 第 一 雑 音 除 去 部 １ ０ ８ の 入 力 と な る 音 声 ス
ペ ク ト ル を Ｘ S + N 、 推 定 雑 音 の ス ペ ク ト ル を Ｘ N 、 雑 音 を 減 算 し た ス ペ ク ト ル を Ｘ S と 表 す
と 、 第 一 雑 音 除 去 部 の 処 理 は 次 式 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 Ｘ S ＝ Ｘ S + N － (１ － k(Ｓ Ｎ Ｒ ) )Ｘ N 　 　 （ if Ｘ S + N － (１ － k(Ｓ Ｎ Ｒ ) )Ｘ N  ≧  α Ｘ S +

N ）
　 　 Ｘ S ＝ α Ｘ S + N 　 　 　 　 　 （ else）
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 上 式 の 第 ２ 式 が ス ペ ク ト ル が 負 に な ら な い よ う に 補 正 を す る フ ロ ア リ ン グ 処 理
で あ る 。 な お 、 α は 従 来 の Ｓ Ｓ 法 で 適 用 さ れ る 減 算 係 数 で あ る （ 図 ８ を 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 第 二 雑 音 除 去 部 １ １ ０ の 入 力 と な る 音 声 ケ プ ス ト ラ ム を Ｃ S + N 、 推 定 雑 音 の ケ プ
ス ト ラ ム を Ｃ N 、 雑 音 を 減 算 し た ケ プ ス ト ラ ム を Ｃ S と 表 す と 、 第 二 雑 音 除 去 部 の 処 理 は 次
式 の よ う に 計 算 さ れ る 。 ケ プ ス ト ラ ム に つ い て は 減 算 の 値 が 負 に な っ て も 良 い の で フ ロ ア
リ ン グ 処 理 は 必 要 な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 Ｃ S ＝ Ｃ S + N － ｋ (Ｓ Ｎ Ｒ )Ｃ N

【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら の 式 で 、 上 式 の 第 二 減 算 係 数 ｋ (Ｓ Ｎ Ｒ ) は 、 信 号 対 雑 音 比 計 算 部 １ ０ ７ で 計 算
さ れ る 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ て 設 定 さ れ る 。 図 ３ に 、 信 号 対 雑 音 比 Ｓ Ｎ Ｒ に 対 す る 第 二 減 算
係 数 ｋ (Ｓ Ｎ Ｒ )を プ ロ ッ ト し た グ ラ フ を 示 す 。 同 図 の よ う に 、 第 二 減 算 係 数 ｋ (Ｓ Ｎ Ｒ )は
信 号 対 雑 音 比 が 高 く な る と 例 え ば ０ に 近 づ き 、 信 号 対 雑 音 比 が 低 く な る ほ ど 例 え ば １ に 近
づ く よ う 設 計 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 非 音 声 区 間 な ど 信 号 対 雑 音 比 が 低 い フ レ ー ム に お い て は 、 第 二 減 算 係 数 ｋ
(Ｓ Ｎ Ｒ )は 大 き な 値 に 設 定 さ れ る 一 方 、 第 一 減 算 係 数 は １ － ｋ (Ｓ Ｎ Ｒ )で 表 さ れ る か ら 、
そ の 値 は 逆 に 小 さ く な る 。 典 型 的 に は 、 第 一 減 算 係 数 と 第 二 減 算 係 数 と の 和 が 一 定 値 （ 例
え ば 、 １ ） に な る 関 係 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 信 号 対 雑 音 比 が 低 い 場 合 に は
、 ス ペ ク ト ル 次 元 で は 雑 音 は 大 き く 減 算 さ れ ず 、 こ れ に よ り ス ペ ク ト ル の 過 減 算 に よ る フ
ロ ア リ ン グ 処 理 の 発 生 を 防 止 す る 。 そ の 一 方 で こ の 場 合 に は 、 第 二 減 算 係 数 が 大 き な 値 に
設 定 さ れ 、 ケ プ ス ト ラ ム 次 元 で 雑 音 が 大 き く 減 算 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 効 果 と し て 、 ス ペ ク ト ル 次 元 の 減 算 で フ ロ ア リ ン グ が 起 き 難 く な る 。 ま た 、 ス ペ ク
ト ル か ら ケ プ ス ト ラ ム を 求 め る に は ス ペ ク ト ル の 周 波 数 成 分 を メ ル 窓 や 線 形 予 測 係 数 な ど
に よ り 代 表 点 に な ら し て か ら 求 め る の で 、 ケ プ ス ト ラ ム 次 元 で の 減 算 で は ス ペ ク ト ル の 各
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周 波 数 成 分 で 引 く 時 の よ う な 値 の 不 連 続 な ば ら つ き を 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の 一 方 で 、 音 声 区 間 な ど 信 号 対 雑 音 比 が 高 い フ レ ー ム に お い て は 第 一 雑 音 除 去 部 の 第
一 減 算 係 数 が 大 き く な り 、 ス ペ ク ト ル 次 元 で 雑 音 は 大 き く 減 算 さ れ 、 第 二 雑 音 除 去 部 の 第
二 減 算 係 数 が 小 さ く な り 、 ケ プ ス ト ラ ム 次 元 で 雑 音 は 大 き く 減 算 さ れ な く な る 。 こ れ に よ
り 、 信 号 が 雑 音 に 対 し て 大 き い 場 合 に は 、 Ｓ Ｓ 法 と 同 様 に ス ペ ク ト ル 次 元 で 積 極 的 に 雑 音
を 減 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 音 響 分 析 部 に お い て 、 ス ペ ク ト ル 次 元 と ケ プ ス ト ラ ム
次 元 の 両 方 で 雑 音 の 減 算 を 行 い 、 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ て そ れ ぞ れ の 雑 音 減 算 係 数 が 調 整 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 第 一 雑 音 除 去 部 １ ０ ８ で 使 用 さ れ る 第 一 減 算 係 数 １ － ｋ (Ｓ
Ｎ Ｒ )を 全 て の 周 波 数 帯 域 に 対 し て 同 じ 値 に 設 定 し た が 、 異 な る 複 数 の 周 波 数 帯 域 （ サ ブ
バ ン ド ） 毎 に 信 号 対 雑 音 比 を 測 定 し 、 サ ブ バ ン ド 毎 に 異 な る 第 一 減 算 係 数 を 設 定 し て も 良
い 。 こ の 場 合 、 ケ プ ス ト ラ ム 次 元 に お け る 第 二 雑 音 除 去 部 １ １ ０ の 第 二 減 算 係 数 は 、 サ ブ
バ ン ド 毎 の 第 一 減 算 係 数 に そ れ ぞ れ 対 応 す る ｋ (Ｓ Ｎ Ｒ )を 平 均 し て 得 た 値 を 用 い て も よ い
。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 上 述 の 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 ス ペ ク ト ル 次 元 と ケ プ ス ト ラ ム 次 元 の 両 方 で 雑 音 の 減 算 を
行 い 、 信 号 対 雑 音 比 に よ っ て そ れ ぞ れ の 雑 音 減 算 係 数 を 変 え る よ う に し た が 、 本 実 施 形 態
は 、 ス ペ ク ト ル 次 元 の み で 雑 音 の 減 算 を 行 い 、 そ の と き に 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ て 雑 音 の 周
波 数 方 向 の 平 滑 化 を 行 う 別 の 実 施 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 音 声 認 識 装 置 の 機 能 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 同 図 に お い て 、 ４ ０ １ は 、 音 声 の 特 徴 を 分 析 す る 音 響 分 析 部 で あ る 。 ４ ０ ２ は 、 音 響 分
析 部 ４ ０ １ を 有 し 、 音 響 分 析 部 ４ ０ １ の 出 力 で あ る 音 声 特 徴 量 を 用 い て 音 声 を 認 識 す る 音
声 認 識 装 置 で あ る 。 ４ ０ ３ は 、 音 声 認 識 装 置 ４ ０ ２ に お い て 、 音 声 を 入 力 す る 音 声 入 力 部
で あ る 。 ４ ０ ４ は 、 入 力 音 声 か ら 所 定 の 区 間 毎 に フ レ ー ム と し て 区 切 る フ レ ー ム 分 割 部 で
あ る 。 ４ ０ ５ は 、 音 声 の 各 フ レ ー ム で ス ペ ク ト ル を 求 め る ス ペ ク ト ル 計 算 部 で あ る 。 ４ ０
６ は 、 音 声 か ら 雑 音 成 分 を 推 定 す る 雑 音 計 算 部 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ４ ０ ７ は 、 各 フ レ ー ム に お け る 信 号 と 雑 音 と の レ ベ ル の 比 を 求 め る 信 号 対 雑 音 比 計 算 部
で あ る 。 ４ ０ ８ は 、 雑 音 計 算 部 ４ ０ ７ で 計 算 さ れ た 雑 音 成 分 の ス ペ ク ト ル を 、 各 周 波 数 成
分 に お い て 隣 接 す る 周 波 数 に お け る ス ペ ク ト ル の 値 と の 平 均 を 取 る 雑 音 平 均 部 で あ る 。 ４
０ ９ は 、 各 フ レ ー ム に お い て 、 雑 音 平 均 部 ４ ０ ８ で 求 ま っ た 平 滑 化 さ れ た 雑 音 を 入 力 音 声
フ レ ー ム か ら ス ペ ク ト ル 次 元 で 除 去 す る 雑 音 除 去 部 で あ る 。 ４ １ ０ は 、 ケ プ ス ト ラ ム や 音
声 の パ ワ ー や こ れ ら の 回 帰 係 数 な ど の 音 声 特 徴 量 を 計 算 す る 音 声 特 徴 量 計 算 部 で あ る 。 ４
１ １ は 、 音 声 特 徴 量 を 入 力 と し て 、 各 認 識 語 彙 の 尤 度 計 算 を 行 う 尤 度 計 算 部 で あ る 。 ４ １
２ は 、 尤 度 計 算 の 結 果 か ら 得 ら れ る 音 声 認 識 結 果 を 出 力 す る 認 識 結 果 出 力 部 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 認 識 処 理 の 流 れ を 表 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ４ 、 図 ５
を 用 い て 、 本 実 施 形 態 の 認 識 処 理 の 流 れ を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ で 音 声 入 力 部 ４ ０ ３ が 音 声 を 入 力 す る 。 こ の 入 力 音 声 を 、 ス テ
ッ プ Ｓ ５ ０ ２ に お い て 、 フ レ ー ム 分 割 部 ４ ０ ４ が 所 定 の 時 間 区 間 の フ レ ー ム に 分 割 す る 。
こ こ で は 、 １ フ レ ー ム の 時 間 長 を 例 え ば 25msecと す る が 、 各 フ レ ー ム は 例 え ば 10msecの 時
間 だ け シ フ ト し な が ら 得 ら れ る も の と す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ３ に お い て 、 ス ペ ク ト
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ル 計 算 部 ４ ０ ５ は 音 声 フ レ ー ム か ら ス ペ ク ト ル を 計 算 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ４ に お
い て 、 雑 音 計 算 部 ４ ０ ６ は 音 声 に 含 ま れ る 雑 音 成 分 を 計 算 す る 。 こ こ で 、 雑 音 成 分 は 各 フ
レ ー ム で 更 新 し て も 構 わ な い し 、 非 音 声 区 間 と 推 定 で き る 所 定 の フ レ ー ム で 計 算 し た 後 は
推 定 を 止 め 、 同 じ 雑 音 成 分 の 値 を 保 持 し つ づ け て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ５ に お い て 、 信 号 対 雑 音 比 計 算 部 ４ ０ ７ は 現 フ レ ー ム の 音 声 と 雑
音 計 算 部 ４ ０ ６ が 推 定 し た 雑 音 と の レ ベ ル （ パ ワ ー な ど ） の 比 を 計 算 し 、 信 号 対 雑 音 比 （
Ｓ Ｎ Ｒ ） を 求 め る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ６ に お い て 、 雑 音 平 均 部 ４ ０ ８ は 、 雑 音 成 分 の
ス ペ ク ト ル を 各 周 波 数 成 分 に お い て 隣 接 す る 周 波 数 に お け る ス ペ ク ト ル の 値 と の 平 均 を 取
る 。 こ こ で 、 平 均 を 取 る サ ン プ ル 数 は 、 信 号 対 雑 音 比 計 算 部 ４ ０ ７ に よ っ て 求 め た 信 号 対
雑 音 比 に 応 じ て 決 定 す る 。 図 ６ に 、 信 号 対 雑 音 比 に 応 じ て 隣 接 サ ン プ ル 数 を 変 化 さ せ る 対
応 グ ラ フ を 示 す 。 同 図 に お い て 横 軸 が 信 号 対 雑 音 比 、 縦 軸 が 平 均 を 取 る た め の 隣 接 サ ン プ
ル 数 Ｌ で あ り 、 各 周 波 数 の サ ン プ ル 及 び 前 後 Ｌ サ ン プ ル 、 計 （ ２ Ｌ ＋ １ ） サ ン プ ル で 平 均
を 取 る こ と を 意 味 す る 。 信 号 対 雑 音 比 が 高 い 場 合 に は 雑 音 に 対 し て 信 号 が 大 き い た め 、 減
算 に よ る フ ロ ア リ ン グ や 値 の ば ら つ き 、 不 連 続 性 が 起 こ り に く い の で 、 平 均 を 取 ら ず そ の
ま ま 雑 音 を 用 い る （ 隣 接 サ ン プ ル 数 を ０ に 近 づ け る ） 。 一 方 、 信 号 対 雑 音 比 が 低 い 場 合 に
は 、 信 号 に 対 す る 雑 音 の 影 響 が 大 き い た め 減 算 に よ る フ ロ ア リ ン グ や 値 の ば ら つ き 、 不 連
続 性 が 起 こ り や す い の で 、 大 き め の 隣 接 サ ン プ ル 数 で 雑 音 を 平 均 化 す る 。 こ の と き 、 隣 接
サ ン プ ル 数 は 全 て の 周 波 数 帯 で 同 じ 値 を 使 っ て も 良 い し 、 異 な る 複 数 の 周 波 数 帯 域 （ サ ブ
バ ン ド ） 毎 に 信 号 対 雑 音 比 を 求 め て 異 な る 隣 接 サ ン プ ル 数 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ は 、 各 サ ン プ ル で 周 波 数 方 向 に 平 均 を 取 っ た 様 子 を 表 す 図 で あ る 。 同 図 の よ う に 、
そ れ ぞ れ の 周 波 数 成 分 で 平 均 を 取 る こ と に よ り 、 ス ペ ク ト ル 形 状 が 滑 ら か に な り 、 減 算 の
際 の 不 連 続 性 が 起 こ り に く く な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ７ に お い て 、 雑 音 除 去 部 ４ ０ ９ は 、 雑 音 平 均 部 ４ ０ ８ が 求 め た 平
滑 化 さ れ た 雑 音 ス ペ ク ト ル を 音 声 ス ペ ク ト ル か ら 引 く 。 本 実 施 形 態 に お い て 雑 音 を 減 算 す
る 際 の 減 算 係 数 は 固 定 値 を 用 い 、 減 算 に よ っ て 負 に な っ た サ ン プ ル で は フ ロ ア リ ン グ 処 理
を 施 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ８ に お い て 、 音 声 特 徴 量 計 算 部 ４ １ ０ が 雑 音 除 去 部 ４ ０ ９ の 出 力
と な る ス ペ ク ト ル か ら ケ プ ス ト ラ ム あ る い は 線 形 予 測 係 数 を 計 算 し た り 、 パ ワ ー を 計 算 し
た り 、 こ れ ら の 回 帰 係 数 な ど を 計 算 し た り し て 、 音 声 特 徴 量 を 形 成 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ
Ｓ ５ ０ ９ に お い て 、 尤 度 計 算 部 ４ １ １ が こ の 特 徴 量 を 入 力 し 、 尤 度 計 算 を 行 う 。 ス テ ッ プ
Ｓ ５ １ ０ に お い て 、 入 力 音 声 の 最 終 フ レ ー ム ま で 解 析 が 済 む か 、 尤 度 計 算 に よ り 解 が 決 定
し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ １ に お い て 認 識 結 果 出 力 部 ４ １ ２ が 音 声 認 識 結 果 を 出 力 す
る 。 そ う で な い 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ２ へ 戻 り 、 次 の フ レ ー ム に 進 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ そ の 他 の 実 施 形 態 ）
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 述 し た 。 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 音 声 認 識 装 置 を 説 明 し た
が 、 本 発 明 は と り わ け 、 音 声 分 析 部 に 含 ま れ る 雑 音 抑 圧 機 能 に そ の 特 徴 が あ り 、 こ れ を 単
体 の 装 置 と し た 雑 音 抑 圧 装 置 自 体 が 本 発 明 を 構 成 し う る 。 こ の 雑 音 抑 圧 装 置 は 音 声 認 識 装
置 の み な ら ず 音 声 録 音 再 生 装 置 や 話 者 認 識 装 置 な ど さ ま ざ ま な 音 声 処 理 装 置 に 適 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 複 数 の 機 器 か ら 構 成 さ れ る シ ス テ ム に 適 用 し て も よ い し 、 ま た 、 一 つ
の 機 器 か ら な る 装 置 に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能 を 実 現 す る ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ グ ラ ム を 、 シ
ス テ ム あ る い は 装 置 に 直 接 あ る い は 遠 隔 か ら 供 給 し 、 そ の シ ス テ ム あ る い は 装 置 の コ ン ピ
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ュ ー タ が そ の 供 給 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 読 み 出 し て 実 行 す る こ と に よ っ て も 実 現 さ れ
う る 。 そ の 場 合 、 プ ロ グ ラ ム の 機 能 を 有 し て い れ ば 、 そ の 形 態 は プ ロ グ ラ ム で あ る 必 要 は
な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 機 能 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ で 実 現 す る た め に 、 そ の コ ン ピ ュ ー タ に イ ン
ス ト ー ル さ れ る プ ロ グ ラ ム コ ー ド 自 体 お よ び そ の プ ロ グ ラ ム を 格 納 し た 記 憶 媒 体 も 本 発 明
を 構 成 す る こ と に な る 。 つ ま り 、 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 に は 、 本 発 明 の 機 能 処 理 を 実 現
す る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 自 体 、 お よ び そ の プ ロ グ ラ ム を 格 納 し た 記 憶 媒 体 も 含
ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ の 場 合 、 プ ロ グ ラ ム の 機 能 を 有 し て い れ ば 、 オ ブ ジ ェ ク ト コ ー ド 、 イ ン タ プ リ タ に よ
り 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム 、 Ｏ Ｓ に 供 給 す る ス ク リ プ ト デ ー タ 等 、 プ ロ グ ラ ム の 形 態 を 問 わ
な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 プ ロ グ ラ ム を 供 給 す る た め の 記 憶 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 ハ ー
ド デ ィ ス ク 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、 Ｍ Ｏ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｗ
、 磁 気 テ ー プ 、 不 揮 発 性 の メ モ リ カ ー ド 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｄ Ｖ Ｄ （ Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ
） な ど が あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ の 他 、 プ ロ グ ラ ム の 供 給 方 法 と し て は 、 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ の ブ ラ ウ ザ を 用 い
て イ ン タ ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジ に 接 続 し 、 そ の ホ ー ム ペ ー ジ か ら 本 発 明 の コ ン ピ ュ ー タ
プ ロ グ ラ ム そ の も の 、 も し く は 圧 縮 さ れ 自 動 イ ン ス ト ー ル 機 能 を 含 む フ ァ イ ル を ハ ー ド デ
ィ ス ク 等 の 記 憶 媒 体 に ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ っ て も 供 給 で き る 。 ま た 、 本 発 明 の プ ロ
グ ラ ム を 構 成 す る プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 複 数 の フ ァ イ ル に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ の フ ァ イ ル を 異
な る ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ っ て も 実 現 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 本 発 明
の 機 能 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ で 実 現 す る た め の プ ロ グ ラ ム フ ァ イ ル を 複 数 の ユ ー ザ に 対 し て
ダ ウ ン ロ ー ド さ せ る Ｗ Ｗ Ｗ サ ー バ も 、 本 発 明 の ク レ ー ム に 含 ま れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム を 暗 号 化 し て Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 記 憶 媒 体 に 格 納 し て ユ ー ザ に
配 布 し 、 所 定 の 条 件 を ク リ ア し た ユ ー ザ に 対 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て ホ ー ム ペ ー ジ か
ら 暗 号 化 を 解 く 鍵 情 報 を ダ ウ ン ロ ー ド さ せ 、 そ の 鍵 情 報 を 使 用 す る こ と に よ り 暗 号 化 さ れ
た プ ロ グ ラ ム を 実 行 し て コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル さ せ て 実 現 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ が 、 読 み 出 し た プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ っ て 、 前 述 し た 実 施
形 態 の 機 能 が 実 現 さ れ る 他 、 そ の プ ロ グ ラ ム の 指 示 に 基 づ き 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 稼 動 し て
い る Ｏ Ｓ な ど が 、 実 際 の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行 い 、 そ の 処 理 に よ っ て も 前 述 し た 実 施
形 態 の 機 能 が 実 現 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 記 憶 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム が 、 コ ン ピ ュ ー タ に 挿 入 さ れ た 機 能 拡 張
ボ ー ド や コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ た 機 能 拡 張 ユ ニ ッ ト に 備 わ る メ モ リ に 書 き 込 ま れ た 後 、
そ の プ ロ グ ラ ム の 指 示 に 基 づ き 、 そ の 機 能 拡 張 ボ ー ド や 機 能 拡 張 ユ ニ ッ ト に 備 わ る Ｃ Ｐ Ｕ
な ど が 実 際 の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行 い 、 そ の 処 理 に よ っ て も 前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能
が 実 現 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 音 声 認 識 装 置 の 機 能 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 音 声 認 識 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 信 号 対 雑 音 比 と k(SNR)の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ
る 。
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【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 音 声 認 識 装 置 の 機 能 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 音 声 認 識 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る ．
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 信 号 対 雑 音 比 と 隣 接 サ ン プ ル 数 Lの 関 係 を 示 す
グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 雑 音 ス ペ ク ト ル の 各 周 波 数 成 分 を 平 滑 化 す る 様
子 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の Ｓ Ｓ 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(11) JP 2005-165221 A 2005.6.23



【 図 ８ 】
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